
糖尿病専門教育施設、メタボ・肥満・脂質異常症・高血圧・循環器疾患・コロナ重症

化・認知症・CKD・ COPD・フレイルその他耐糖能異常・インスリン抵抗性に注目され

る方先生方へ 
日頃、上記疾患を専門的に、ご診療され、ご尽力されている先生方へ標準Ｃookie (75ｇ糖質) 食負荷試験をご

活用いただけると意義深いです。 

インスリンは多くの作用を示し、血糖・脂質、リポ蛋白・アミノ酸、蛋白・尿酸・血圧調節の主役であり、大別すると

善玉作用低下、代償悪玉過剰症に分類され、運動・食事生活習慣の改善・理想化で、基本活性は正常化します。

精密耐糖能検査（900 点）は、７５ｇ糖質負荷２ｈ血糖より２００ｍｇ／ｄｌ以上を糖尿病、140 以上をＩＧＴと判定しま

すが、その理論は、人では、７５ｇ澱粉がほぼ一定の速度でマルトース（2 単糖）に消化され、腸粘膜のα―

glucosidase でブドー糖へ変換、２ｈでは多くは、一定の血糖となり、吸収速度と利用速度が等しく、その血糖で７

５ｇ/120 分、ｋｇを除すると、全身糖クレアランスを表現し、インスリン感受性を示します。Ａ Ｋashiwagi らは、80

名の肥満例にトレーラン G,標準 Cookie 食負荷実施され、２ｈ後血糖に正常、糖尿病例で有意差なく、空腹時

血糖正常(100 未満)と 

２００ｍｇ/ｄｌ以上が DM の診断基準が同一であり、IGT は、Cookie 食負荷例で脂肪追加分予想では高値傾向

に反して、軽度低値でしたが、基準値としては、140 で問題なしと存じます。脂肪 

 

Ｓ-ＧLUT-4 阻害薬使用例では２ｈ尿糖を７５ｇより減じます。Eestimated-Whole Body GC(e-WBGC) が評価

可能です。低下例では、基本使用説明書に示しましたが、外因性インスリン注入下に簡易ＳＳＰＧ法に Cookie 

食負荷を組み合わせ、筋・全身・肝での GC 評価が可能です。1500 点程度での健保適応検査(ＩＶＧＴＴ追加法)を

学会を通じて申請中です。この際必要なインスリンとサンドスタチンを現治療薬から診断薬としても追加申請と適

応を該当薬製薬企業、糖尿病学会へ提案・申請を強く希望します。 

トレーランＧは、ブドー糖を３３％含み、一定の速度での糖利用とは判断できず、標準Ｃｏｏｋｉｅ テスト（サラヤ）は、

７５ｇ小麦粉澱粉（ 15％マルトース含む）、血糖に無関係な、食後高脂血症判定用のバター脂肪２９ｇ混入、ＷＢ

ＧＣ評価に適し、ＩＧＴ， 糖尿病を含め空腹時血糖 100 以上、２ｈ血糖が１４０mg/dl 以上は、インスリン不全症

（耐糖能異常＋低・高イ血症）と判断し、その改善を指導します。 メタボ・コロナ重症化共通因子も該当します。か

かる症例は、内因性インスリン分泌が不足（初期分泌低下：ΔIns/ΔＢＳ（１ｈ－０） ＜０．４含む）か抵抗性いずれかが

両者の関与を示し、善玉作用の低下を代表します。 この低下が筋（脂肪組織他）か肝に由来するかは、外因性

インスリン注入下に、サンドスタチン注で内因性インスリン抑制、筋での糖利用測定後、Ｃookie 摂食し、２ｈ後の

血糖より全身ＧＣ，差より肝でのＧＣを評価します。 

 善玉作用の低下は、肥満・不適切体型、不活発、運動不足他に起因し、改善は、五輪象徴の運動／ｓｐｏｒｔ習

慣、活発活動、適性生活習慣（禁煙ふくむ）で基本が達成、必要例では、降圧・血糖、脂質改善薬、血管形成術他

で正常化を目指します。  

  Ｃｏｏｋｉｅ 負荷で 血糖・ＴＧ，インスリン測定、善玉インスリン作用低下（血糖、ＨｂＡ１ｃ， ＬＤＬ，レムナント、内

皮細胞機能：ＮＯ産生、初期免疫機能：ＮＫ細胞、 獲得免疫機能：Ｔ細胞抗体産生）、 



代償過剰悪玉作用（腎での Na、尿酸再吸収促進；ＨＴ， 高尿酸血症、 高ＴＧ，NAFLD, NASH,  低ＨＤＬ血

症、 動脈平滑筋細胞増殖：動脈硬化促進、ACE;コロナと結合転送作用あり、感染増加）を判定し、その改善を

指導・実践します。  

 糖尿病診断のみでなく、肥満・メタボ・生活習慣病（脂質異常症、NAFLD, NASH、肝機能異常、高尿酸血症、

HT,コロナ重症化、認知症、フレイル、ＣＫＤ，骨粗鬆症、ＣＯＰＤ他 ）の病態理解と対策にも有用です。S Kaneko 

(高槻赤十字病院)らは、昨年度 ADA に下記報告されました。コロナ症例 102 名中、2 型 DM; ４９％、 

重症化 25％中、DM は 88％と高率、ｲﾝｽﾘﾝは測定されてませんが、ｲﾝｽﾘﾝ不全症が想定され、軽症血糖高値で

は内皮細胞保護作用も知られるピオグリタゾン、中等以上ではＤＰＰ4 阻害薬の使用がお勧めです。典型例で朝

食摂食可能な方で Cookie 食テストを改善前後で実施されるとコロナ重症化対策にインスリン活性化の重要性が

示されると存じます。 

 

 上記趣旨を幅広く、検討・情報を共有し、総医療費の 6 割を占める生活習慣病主要病因に関与するインスリン

不全症の実態・改善とその意義を明らかにしていただきたく、cookie テスト実施、食前後の血中インスリン低・高

値の意義の情報発信をお願いします。 

  食事栄養指導で、指導前後で、実施されると、ｲﾝｽﾘﾝ不全症の 

改善が、ｲﾝｽﾘﾝ活性化を介して達成される実感を患者様とともに 

共有されると存じます。  
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